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アングル

鶴　居　地　区

音　別　地　区 白　糠　地　区

営農計画樹立協議 各地区で開催される!!

　

平
成
二
十
二
年
度　

営
農
計
画
樹
立
協
議

が
一
月
中
旬
か
ら
一
月
末
に
か
け
、
各
地
区

に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
が
低
迷
し
、
前
年
か
ら
続
く
飲

用
乳
及
び
乳
製
品
の
消
費
減
少
、
バ
タ
ー
・

脱
粉
の
在
庫
が
増
え
続
け
て
い
る
中
、
現
在

酪
農
業
界
で
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡

大
に
向
け
、
全
力
で
取
組
ん
で
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
酪
農
情
勢
の
見
通
し

と
し
て
、
経
済
情
勢
の
低
迷
が
続
く
中
、
生

乳
生
産
に
つ
い
て
は
「
北
海
道
酪
農
生
産
体

制
強
化
対
策
」（
平
成
二
十
一
年
〜
二
十
三

年
の
三
ヵ
年
間
実
施
）
の
二
年
目
を
迎
え
、

国
内
の
消
費
拡
大
は
難
し
い
見
通
し
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
需
給
動
向
等
を
踏
ま
え
た

中
で
生
産
目
標
数
量
の
伸
び
率
が
設
定
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
り
、
需
給
状
況
に
あ
わ
せ
た

中
期
的
な
計
画
生
産
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
け

る
酪
農
畜
産
の
安
定
的
な
発
展
に
は
、
生
産

基
盤
の
整
備
、
生
産
性
の
向
上
及
び
コ
ス
ト

低
減
等
に
向
け
、
中
長
期
的
展
望
に
た
っ
た

積
極
的
な
取
り
組
み
を
御
期
待
致
し
ま
す
。
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釧路地区ＪＡ女性部研修会 開催!!

講演　「初乳を使った手作りせっけんのチャレンジ」
　

一
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

川
湯
温
泉　

川
湯
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
二

十
一
年
度
釧
路
地
区
Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
丹
頂
女
性
部
か
ら
は
、四
支
部
（
鶴
居
・

幌
呂
・
白
糠
・
音
別
）
か
ら
計
二
十
八
名
の
部
員
が

参
加
し
、
管
内
女
性
部
員
で
合
計
九
十
名
が
参
集
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
釧
路
管
内
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
が

集
い
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
運
動
へ
の
理
解
と

参
加
促
進
、
各
種
文
化
活
動
の
展
開
、
女
性
部
組
織

を
一
層
活
性
化
さ
せ
る
事
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
一
日
目
に
北
海
道
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
・
フ
レ
ン
ズ
帯
広
リ
ー
ダ
ー　

湯
浅
優
子
講

師
に
よ
る
「
今
、若
者
の
心
を
つ
か
ん
だ
『
食
と
農
』

！
」
と
題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
、
フ
ァ
ー
ム
イ
ン

を
通
じ
て
食
と
農
の
魅
力
や
つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
続
い
て
、
全
日
空
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト　

田
舎
で
働
き
隊
！
隊
員　

新
村
明
子
講

師
に
よ
る
「
白
糠
町
酪
農
体
験
記
」
と
題
し
た
研
修

が
行
な
わ
れ
、
白
糠
町
の
酪
農
家
に
酪
農
実
習
に
入

り
様
々
な
体
験
を
通
し
て
感
動
を
得
た
話
し
な
ど
に

つ
い
て
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
日
目
に
は
、
美
容
室
ア
ル
フ
ァ
代
表　

鈴
木
良
治
講
師
に
よ
る
講
演
「
初
乳
を
使
っ
た
手
作

り
せ
っ
け
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
た
講
演
が
行

な
わ
れ
、
せ
っ
け
ん
に
つ
い
て
の
様
々
な
知
識
や
作

り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、
二
日
間
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
た
研
修
会
は
大
変
有
意
義
な
う
ち
に
終

了
致
し
ま
し
た
。

講演　「今、若者の心をつかんだ『食と農』 ! 」 参加した女性部員の様子

講演　「白糠町酪農体験記」
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ＪＡ共済からのお知らせ

平成２２年１月２７日
組　合　員　各　位

釧 路 丹 頂 農 業 協 同 組 合
代表理事組合長　瀧 澤　義 一

　共済規程の一部変更について、下記のとおり平成２２年１月２６日第１１回理事会（１月定例理事会）
において議決いたしましたので定款第５５条第２項の規程にもとづき掲示いたします。
　なお、変更の内容については、今後、北海道知事の承認を受け、効力が生じることとなります。

記

１．変更内容
　　平成２２年４月１日の保険法施行に伴い、共済規程の一部を変更する。
２．実施時期
　　平成２２年４月１日 以　上

釧
路
酪
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
60

「
9
4
6
運
動
」・
実
績
報
告
会
開
催

白
糠
支
所
営
農
販
売
課 

松
崎
勇
人
職
員 

発
表
‼

二
月
二
日
釧
路
全
日
空
ホ
テ
ル
で
は
、
釧
路
管
内
の
各
Ｊ
Ａ

か
ら
酪
農
専
門
技
術
員
三
期
生
七
名
に
よ
る
営
農
技
術
指
導
実

績
報
告
会
が
行
な
わ
れ
、
発
表
者
及
び
各
関
係
機
関
か
ら
計
四

十
三
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
は
、
釧
路
地
区
酪
農

対
策
協
議
会
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

酪
農
経
営
支
援
及
び
酪
農
専
門
技
術
員
を
養
成
す
る
目
的
で
行

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
第
三
期
生
に
よ
り
、
経
営
再
建
及
び
技
術
改
善

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
営
農
指
導
モ
デ
ル
農
家
一
戸
を
選
定
し
、

一
年
間
を
通
し
技
術
指
導
及
び
技
術
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

今
回
の
実
績
報
告
会
で
松
崎
職
員
は
、
選
定
農
場
の
背
景
及

び
概
要
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

と
し
て
自
給
粗
飼
料
の
確
保
、
哺
育
牛
飼
養
管
理
の
改
善
、
繁

殖
管
理
の
改
善
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成

果
及
び
今
後
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
た
う
え
で
、
今

回
の
経
験
を
生
か
し
地
域
の
農
場
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
が
、
釧
路
酪
農
へ
の

支
援
及
び
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
農
協

及
び
各
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
り
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
組
合
利
用
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

営農技術指導の成果を発表する 松 崎 職員
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新
生
仔
牛
の
呼
吸
の
重
要
性

　

母
牛
の
お
な
か
の
中
で
守
ら
れ
て
き

た
仔
牛
は
、
環
境
に
対
し
て
無
防
備
な

状
態
で
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
自
然
界
で

は
母
牛
が
手
助
け
し
ま
す
が
、
農
場
で

は
、
人
が
母
牛
の
変
わ
り
に
し
っ
か
り

と
手
当
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
出
生
後
一
番
始
め
に
行
う

「
呼
吸
の
確
認
と
促
進
」
に
つ
い
て
再

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
出
生
直
後
の
仔
牛
の
特
徴

　

仔
牛
の
呼
吸
は
、
分
娩
時
に
へ
そ
の

緒
が
切
れ
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
際
、
鼻
や
口
腔
内
に
胎
膜
を
吸
い

込
ん
だ
り
、
誤ご

嚥え
ん

か
ら
羊
水
が
肺
に
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ほ

と
ん
ど
の
仔
牛
は
、
酸
素
が
欠
乏
し
た

状
態
で
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

◆
呼
吸
を
促
進
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

　

酸
欠
の
ま
ま
だ
と
、
酸
素
が
体
内
に

十
分
行
き
渡
ら
な
い
た
め
、
胃
や
腸
の

動
き
が
弱
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
で
初
乳
を
給
与
し

て
も
、
初
乳
中
の
免
疫
や
栄
養
分
が
仔

牛
に
十
分
移
行
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、「
初
乳
を
与
え
る
前
に

し
っ
か
り
と
呼
吸
を
促
し
、
仔
牛
が
き

ち
ん
と
初
乳
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
状
態

に
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
が
重
要
で
す
。

　

十
分
に
呼
吸
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

胃
腸
の
働
き
が
良
く
な
り
、
第
四
胃
に

た
ま
っ
た
羊
水
の
排
出
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
哺
乳
の

意
欲
が
高
ま
る
こ
と
や
、
羊
水
で
初
乳

が
薄
ま
ら
ず
に
、
消
化
吸
収
さ
れ
る
と

い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
最
近

は
、
初
乳
の
吸
収
率
が
高
ま
る
と
い
う

研
究
も
あ
り
ま
す
。

　
◆
出
生
直
後
の
仔
牛
へ
の
手
当

　

出
生
直
後
の
仔
牛
に
は
次
の
よ
う
な

手
当
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
呼
吸
を
確
認
す
る

　

仔
牛
の
呼
吸
を
確
認
す
る
ま
で
、
次

の
こ
と
を
実
践
し
ま
す
。

　

・ 

喉
に
異
物
が
詰
ま
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
、
頭
側
を
や
や
低
く
す
る
。

　

・ 

鼻
や
口
の
周
り
に
胎
膜
や
粘
液
が

つ
い
て
い
た
ら
拭
き
取
る
。

　

・ 

口
の
中
に
異
物
が
な
い
か
確
認　

し
、
指
で
か
き
出
す
。

　

・
わ
ら
の
先
な
ど
で
鼻
に
刺
激
を
与

　
　

え
る
。

　

・
頭
に
冷
水
を
掛
け
る
。

　

・
舌
を
強
く
引
っ
張
る
。

　

そ
れ
で
も
呼
吸
が
始
ま
ら
な
い
場
合

は
人
工
呼
吸
を
行
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
人
工

呼
吸
器
（
写
真
一
）
を
使
う
農
場
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

②
呼
吸
を
促
進
さ
せ
る

　

自
然
分
娩
さ
せ
る
と
、
写
真
二
の
よ

う
に
、
母
牛
は
仔
牛
の
体
を
や
や
強
め

に
な
め
ま
す
。
こ
の
行
動
は
、
仔
牛
へ

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
が
あ
り
、
血
流
量

を
増
や
し
、
呼
吸
の
促
進
に
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
同
様
に
、
人
が
わ
ら
な
ど
で

仔
牛
の
体
を
十
分
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

分
娩
房
な
ど
の
条
件
が
揃
っ
て
い
れ

ば
、
母
牛
に
預
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
分
娩
に
立
ち
会
う

　

で
き
る
だ
け
分
娩
に
立
ち
会
い
、
経

過
を
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
立

ち
会
う
こ
と
で
、
様
々
な
ケ
ア
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
生
直
後
の
仔
牛
へ
十
分
な
手
当
を

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
健
や

か
な
成
長
を
促
し
ま
す
。
ま
ず
は
呼
吸

の
確
認
と
促
進
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
作
成
）

写真一　人工呼吸器（気道の粘膜を吸い取り、
　　肺に空気を送り込む機能がある）

写真二　マッサージの様子
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■平成21年度　生乳生産実績（12月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,523,525.6 98.8 77,591,631.4 101.4

（ 鶴 居 地 区 ） 2,773,364.9 100.4 25,619,915.3 103.3

（ 幌 呂 地 区 ） 2,321,902.7 98.4 20,626,081.4 99.4

（ 白 糠 地 区 ） 2,011,839.3 98.0 18,193,111.7 102.0

（ 音 別 地 区 ） 1,416,418.7 97.3 13,152,523.0 100.2

管 内 計 44,303,642.0 98.6 405,210,256.2 100.0

（平成 20 年度管内計） 44,941,669.4 405,228,940.6

■平成22年度　生乳生産実績（1月）

月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,756,966.7 98.7 86,348,598.1 101.1

（ 鶴 居 地 区 ） 2,852,245.4 100.3 28,472,160.7 103.0

（ 幌 呂 地 区 ） 2,383,859.8 98.4 23,009,941.2 99.3

（ 白 糠 地 区 ） 2,096,737.6 98.7 20,289,849.3 101.7

（ 音 別 地 区 ） 1,424,123.9 96.2 14,576,646.9 99.8

管 内 計 45,406,875.3 99.3 450,617,131.5 99.9

（平成 20 年度管内計） 45,721,424.5 450,950,365.1

離
乳
後
の
育
成
牛
管
理

　

ペ
ン
や
ハ
ッ
チ
で
飼
わ
れ
て
い
た
哺

乳
牛
の
離
乳
後
の
管
理
は
農
場
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

離
乳
後
に
大
切
な
こ
と
は
『
群
』
と

し
て
牛
同
士
の
集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
す
。

　

良
好
な
発
育
を
さ
せ
る
た
め
に
離
乳

後
の
管
理
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一　

出
生
後
か
ら
の
発
育
と
群
分
け

　

群
飼
い
は
、
月
齢
や
体
格
が
同
じ
牛

を
ひ
と
つ
の
群
に
す
る
の
が
理
想
で
す
。

体
格
差
が
大
き
い
場
合
は
、
小
さ
い
牛

が
飼
槽
に
近
づ
け
な
か
っ
た
り
、
発
情

し
た
牛
に
乗
駕
さ
れ
て
事
故
に
遭
う
危

険
が
あ
り
ま
す
。

○
出
生
後
か
ら
五
ヵ
月
齢
ま
で
の
期
間

は
、
急
激
に
発
育
し
ま
す
の
で
個
体

ま
た
は
各
月
齢
ご
と
の
群
と
し
て
飼

い
し
ま
し
ょ
う
。

○
六
ヵ
月
齢
頃
か
ら
は
緩
や
か
な
発
育

と
な
り
ま
す
の
で
、
数
ヵ
月
齢
ご
と

で
ま
と
め
た
群
飼
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

（
図
一
）

二　

離
乳
後
か
ら
六
ヵ
月
齢
ま
で
の
飼

養
管
理

　

同
じ
よ
う
な
体
格
の
牛
を
ま
と
め
る

こ
と
で
弱
い
牛
を
作
ら
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

同
じ
体
格
の
三
〜
五
頭
で
ひ
と
つ
の

群
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
離
乳

後
の
牛
は
ス
ト
レ
ス
が
か
か
か
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
観
察
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

次
の
こ
と
が
飼
養
管
理
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

○
い
つ
で
も
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る

　

ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
、
乾
草
な
ど
を

飽
食
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
い
つ
で
も
水
が
飲
め
る

　

飲
み
た
い
と
き
に
十
分
飲
め
る
よ
う

に
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
や
水
槽
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

○
換
気
を
良
く
す
る

　

こ
れ
か
ら
は
春
の
陽
気
も
あ
り
、

徐
々
に
暖
か
く
な
り
ま
す
。
日
中
、
窓

を
開
け
て
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

○
休
息
で
き
る
乾
い
た
場
所
が
あ
る　

　

エ
サ
を
食
べ
た
り
水
を
飲
む
た
め
の

場
所
と
十
分
な
敷
料
が
あ
る
体
が
汚
れ

な
い
場
所
の
区
別
を
し
ま
す
（
写
真
）。

○
適
度
に
運
動
が
で
き
る

　

施
設
に
パ
ド
ッ
ク
な
ど
を
併
設
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

飼
養
場
所
は
、
既
存
施
設
の
利
用
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
ー
パ
ー
ハ
ッ
チ
（
図

二
）
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

雨
や
風
を
し
の
げ
る
休
息
の
場
と
、

柵
の
設
置
で
運
動
場
が
つ
く
れ
ま
す
。

図１　育成牛の発育
（平成19年普及センター釧路中西部支所資料より）

図２　スーパーハッチのイメージ 写真　乾いた敷料がある場所で休息
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家畜販売市況情報  

初生とく

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ７５０円／kg

４０kg～４４kg ６５０円／kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２７０　　　～　　　１９０

初　　　　妊 ５６０～５２０ ５２０～４８０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４３０　　　～　　　３８０

４ 産 ～ ５ 産 ３８０　　　～　　　３３０

22年2月現在

黒毛和種  （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 545頭 684,600 29,400 331,704 286 1,161 
去勢 799頭 662,550 107,100 405,186 303 1,339 

（提供／ホクレン帯広支所）

22年1月15日音更市場

■平成21年度　生乳生産実績（12月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,523,525.6 98.8 77,591,631.4 101.4

（ 鶴 居 地 区 ） 2,773,364.9 100.4 25,619,915.3 103.3

（ 幌 呂 地 区 ） 2,321,902.7 98.4 20,626,081.4 99.4

（ 白 糠 地 区 ） 2,011,839.3 98.0 18,193,111.7 102.0

（ 音 別 地 区 ） 1,416,418.7 97.3 13,152,523.0 100.2

管 内 計 44,303,642.0 98.6 405,210,256.2 100.0

（平成 20 年度管内計） 44,941,669.4 405,228,940.6

■平成22年度　生乳生産実績（1月）

月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,756,966.7 98.7 86,348,598.1 101.1

（ 鶴 居 地 区 ） 2,852,245.4 100.3 28,472,160.7 103.0

（ 幌 呂 地 区 ） 2,383,859.8 98.4 23,009,941.2 99.3

（ 白 糠 地 区 ） 2,096,737.6 98.7 20,289,849.3 101.7

（ 音 別 地 区 ） 1,424,123.9 96.2 14,576,646.9 99.8

管 内 計 45,406,875.3 99.3 450,617,131.5 99.9

（平成 20 年度管内計） 45,721,424.5 450,950,365.1

22年2月現在
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営農計画樹立協議開催 ――――――――――――――――― １

平成２１年度釧路地区ＪＡ女性部研修会 ――――――――― ２

釧路管内ＪＡボウリング大会／共済規程の変更について ―― ３

普及センターだより ―――――――――――――――――― ４

生乳生産実績/家畜販売市況情報 ――――――――――――― ６

理事会報告 ―――――――――――――――――――――― ７
給餌場に飛来する丹頂（鶴居伊藤タンチョウサンクチュアリ）給餌場に飛来する丹頂（鶴居伊藤タンチョウサンクチュアリ）

理　事　会　報　告

□暦（こよみ）の上では、一年で最も寒さが厳しいとされる大寒の時期は過ぎましたが、道東の寒さ特に毎日朝晩の寒
さを身をもって体感した時、まだまだ寒さはこれからだと思わずにはいられません。
□パソコンのインターネットで釧路の天気と入力すると、釧路管内の各市町村別までの詳しい気象情報を知ることが出
来ます。しかしあくまでも予報なので天気や降水確率などが、時間の経過とともに変わっていることがあります。
□降水確率について詳しく知ろうとした時、天気予報や降水確率とはかなり奥深いものと感じます。農業に気象情報は
つきものですが、季節による天候の変化や風向・風速、気温、湿度など農業に関係してくる情報はかなり多いことに
気付かされますし、またそれらを有効的に活用していきたいものです。

12月定例理事会
平成21年12月21日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第３四半期末）報告について
４．内部審査の結果について
５．11月末財務状況について
６．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　 資産査定に係る土地評価基準額の改定につ

いて
議案第２号　理事と組合との契約承認について　　　　

議案第３号　 平成21年度畜産自給力強化緊急支援事業の
実施申請について

議案第４号　営農計画樹立基本方針の設定について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１． 平成22年度酪農畜産政策・価格対策に係る組織討議
について

１月定例理事会
平成22年１月26日（火）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．12月末財務状況について
４．平成21年度決算見込みについて
５．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　営農振興資金等の貸付について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　 次期システム移行時危機管理計画書等の制

定について
議案第４号　金融円滑化にかかる基本方針の制定について
議案第５号　共済規程の一部変更について

議案第６号　資産査定要領の一部変更について
議案第７号　 北海道農業信用基金協会に対する出資増口

について
議案第８号　役員選任日程について
議案第９号　人事関係諸規程の一部変更について
議案第10号　職員就業規則の一部変更について
※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．役員選任事務の取り進めについて
２．組合員の農業に係る現況照会について


